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1. はじめに 

近年，スマートフォンやタブレットなどの情報端

末の普及により，大量な情報の中から目的の内容を

探索する機会が増えている．それに伴い，効率の良

い情報探索が求められている．しかし，情報探索を

リアルタイムで支援するようなシステムはあまり

見られない．そこで本研究では，情報探索時の視線

移動を用いて，リアルタイムに支援するシステムを

提案する． 

情報探索中，素早い視線移動は情報を探索してい

る途中であり，停留があった箇所は探索者が目的の

内容に近いと判断した可能性が高い[1]．この停留の

箇所を目立たせることで読み返しが素早く行うこ

とができるようになると考えられる．そこで本稿で

は，文章読解中，探索者の視線が停留する箇所に色

付けを行うプロトタイプシステムを試作する． 

2. 視線移動とその特徴 

視線移動は，停留とサッカードの 2種類から構成

される．停留とは視線が止まる状態のことであり，

サッカードとは視線が高速で動いている状態のこ

とである．本稿では，ある時点の注視点を基準とし，

半径 60px の円の範囲内に 300 ミリ秒以上留まって

いる場合を停留と判断する． 

3. 情報探索支援システム 

3.1 システムの概要 

本システムは，文章画像の表示中にアイトラッカ

ーから視線データを取得し，探索者の視線が停留し

た箇所にリアルタイムで背景色を付ける． 

3.2 システムの構成 

本システムでは，スクリーンベース型アイトラッ

カーの Tobii Pro Spectrum（Tobii社）を用いて視線

データを取得する．また，リアルタイム処理を可能

にするために，Tobii Pro SDKを使用する．Tobii Pro 

SDK は，Tobii 社が提供する，視線データを分析す

るアプリケーションを開発するためのツールキッ

トである．システムの流れを図 1に示す．サーバ・

クライアントシステムで構成され，サーバが視線情

報の取得を処理し，クライアントが視線情報を用い

た情報探索の支援を担当する． 

 

図 1 処理の流れ 

4. 実行例 

実行例を図 2に示す．これは，実際に視線データ

を取得しながら，文章中の停留した箇所にリアルタ

イムで背景色の色付けを行った様子である．なお，

「いじめに関してどういった危機意識を持つべき

か」について探索している． 

 

図 2 停留した箇所の背景に色付けを行った様子 

5. まとめ 

本稿では，情報探索時の視線データを用いて，リ

アルタイムに情報探索を支援するプロトタイプシ

ステムを開発した．現段階では停留箇所の 1文字単

位で背景色を変えるため，単語単位で背景色を付け

るなどの工夫が必要である．また，情報探索の支援

への効果について引き続き実験が必要である．  
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